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背景・目標：世界でも比類なき高齢化社会を迎えている我が国において、脊髄損傷、心筋梗塞、糖尿病等の難病・生活習慣病  
に対し、これまでの医療を根本的に変革する可能性のある再生医療の実現化を目指すとともに、さらにiPS細胞等を  

用いた疾患の原因解明や創薬への応用基盤の構築により、患者のQOL（生活の質）と国民福祉の向上に寄与する。  

【イメージ】  

平成21年度の拡充要求：  

（か「iPS細胞技術プラットフォーム」の構築  

iPS細胞研究拡充の基盤を整備するため、iPS細胞等研究拠点（京   
都大学、慶鷹義塾大学、東京大学、理化学研究所）により「iPS細胞   
技術プラットフォーム」を構築  

「iPS細胞技術プラットフォーム」で行う事業  

1．細胞の標準化   
jPS細胞の臨床応用を目指した細胞の標準化、分化誘導して得た目的細胞   

の特性、品質や純度を確認する技術の開発研究  

2．細胞誘導の技術講習会・培養トレーニングプログラムの実施   
細胞誘導の技術講習会、培養トレーニングプログラムの実施による研究者   

の裾野の拡大  

3．疾患特異的iPS細胞の樹立・提供   
患者から提供される体細胞から、最適誘導技術によりiPS細胞を樹立・活用   

し、疾患発症機構の解明、薬剤候補物質の探索、薬理試験系としての開発   
を実施し、iPS細胞研究の成果を速やかに人々へ還元  

②知的財産戦略および管理・活用体制強化   
約30機関が参加する「文部科学省iPS細胞等研究ネットワーク」を活   

用し、国際競争を見据えた知的財産ポートフォリオの構築、及び知的   
財産戦略や管理・活用体制の強化   

（1）ヒトiPS細胞等  

研究拠点整備事業  
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・中枢神経系を中心とした分化誘  
導技縮■籍や、安全性確認及び治  
♯開発研究 等  
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【文部科学者iPS細胞尊研究ネットワーク】  
○偶欄傭の分配、知的財産、研究成果の取扱いに関しては、共通ルール   
（研究ネットワーク規約）に基づく一体的運用。（約30機関が●加）  

・多能性幹■臆の効率的増■軒）  
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・感鸞毒系を中心とした分化誘導技  
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・血液系■鳥を中心とした分化誘  
導技縮■尭や、安全性確認及び  
油糧■研究 等  

昨年来の事業  

（1）ヒト肝S細胞等   

研究拠点整備事業  

日本発の成果であるヒトiPS細胞研究  

を加速するため、以下の（3）、（4）を総合  

的に行える研究拠点を整備。  

（2）研究用幹細胞′くンク整備領域  

第Ⅰ期で整備された臍帯血等の提供  

を引き続き実施。  
さらに研究者のニーズに応じた新たな  

幹細胞提供を検討。  

（3）幹細胞操件技術開発領域（4）幹細胞治療開発領域  

世界をリードし、イノベーションを創iPS細胞等の幹細胞を用いた前臨  

出するiPS細胞等の新規細胞創出床研究レベルでの難病、生活習慣  
や培養・増幅技術開発等を推進。病等に対する細胞移植・組織移植  

技術開発を実施。   



蛍光タンパク質による   

イメージング技術  

ノーベル賞の研究成果を  

発展させた最先端技術   

（世界をリード）  

宮脇敦史博士  

4F：機械室  

3F：動物飼育室  

2F：動物実験室、機械室  

1F：ラボスペース、サボサポート、共用会議室  

研究に必要な設備  

マウス用飼育設備（ラック、ケージ）  

ラット用飼育設備（ラック、ケージ）  

自動給水設備（配管資材、飲水作成装置）  

洗浄用設備（ケージウォッシャー、オートクレーブ、  

自動化設備、  

建築面積：2，500ポ  

規  模：地上3＋機械室  

構  造：SRC造   

※マウス2万3千ケージ、  

ラット3千ケージを収容。  
施設総合監視システム） 等  
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強制的水泳試験   高架式迷路  

（好まない環境でどのように行動するかの実馬貪）  

不安やうつ行動の行動解析の例  

▲和光本所・和光研究所   

建設予定地：正門横残土置き場  
バリア  

生化学的な実験室の例   



【概 要】  

高齢化、多様化、複雑化が進む現代社会が直面する様々な課題の克服に向けて、脳科学に対する社会からの  

期待が高まっている。このような状況を踏まえ、『社会に貢献する脳科学』の実現を目指し、社会への応用を明確  

に見据えた脳科学研究を戦略的に推進するため、脳科学委員会における議論を踏まえ、重点的に推進すべき政  

策課題を設定し、その課題解決に向けて、研究開発拠点（中核となる代表機関と参画機関で構成）を整備する。  

脳 科 学 委 員 会  

（主査：金津一郎日本学術会議会長）  

平成19年10月、渡海文部科学大臣から科学技術・学術  

審議会に対し、「長期的展望に立つ脳科学研究の基本的  
構想及び推進方策について」諮問が行われたことを受け、  

同審議会の下に「脳科学委員会」が設置され、現在、答申  
に向けた審議を行っているところ。  

平成21年1月に同審議会が取りまとめた「第一次答申案  

（中間とりまとめ）」では、重点的に推進すべき研究領域等  
を設定し、社会への明確な応用を見据えて対応が急務とさ  
れる課題について、戦略的な研究の推進が求められた。  

＜重点的に堆進すべき研究領域等＞  

○豊かな社会の実現に貢献する脳科学（社会脳）  

○健やかな人生を支える脳科学  （健康脳）  

○安全・安心■快適に役立つ脳科学  （情報脳）  

○基盤技術開発   



【概要】  

医療としての実用化が見込まれる有望な基礎研究シーズを有している大学等を対象に、それらのシーズを着実に実用化させ、国民  
の医療に資することを目指し、開発戦略や知財戦略の策定、試験物の製造などの橋渡し研究の支援を行う機能を拠点的に整備・  
弓削ヒするとともに、これらのシーズに対し、拠点を活用した公的研究費による橋渡し研究を推進。  

【平成21年度の取組】  

（彰支援設備の充実強化  

各拠点に整備している細胞調製施設（CPC）等を、薬事法に基づく品質  
管理等に関する基準（GMP・GLP基準）に準拠したレベルで整備・維持  

【現在の課題】  

○各拠点において、人材の確保・登用・育成等に努めているものの、大  
学等が自ら医師主導治験を実施しうるためには人材面、設備面におい  
て必ずしも十分ではない  

○大学等における基礎研究により生み出される有望なシーズの中に、  
研究資金が不足しているためにステージアツプできず、研究開発が停滞  
しているものが散見される  

②人材の強化  

各拠点において、管理・統括医師、研究開発に精通したプログラムマ  
ネージャ、データマネージャ、薬事専門家等を充実  

③研究真の措置  

大学等における基礎研究により生み出される有望なシーズに対し、本プ  

ログラムで整備している拠点を利用して橋渡し研究を行っていくための公  
的研究費を措置  

総合科学技術会議による指摘事項  

容顔点仁対L手槍軌併穿を皮膚デる拶彪の好一好の彪二秀吉  

ノ野り、凰際露草を磨ろ彦㈲剋藍拶を行ラことが資質の願  

【支援拠点強化  

橋渡し研究支援機関（7拠点）  
【札医大（北大、旭医大）、東北大、東大、京大、阪大、先端医療振興財団、九州大】  

企業へのライ  

センスアウト、  橋渡し研究  
治験  

③研究真の確保  
蓄積している有望なシーズは百数十件（各拠点へのアンケート結果）  （厚労省・経  

産省が支援）  

厳正な絞込み∴  

重点化  ②人材の強化・育成  
管理・統括医師、プログラム  
マネージャ、データマネージャ  

薬事専門家等の配置・育成   

設備の充実  
CPC・製造施設等の整備  





目  的  
支 援を行う。このため、従来のJST企業化開発事業をより柔軟な形で適用し、研究開発課題の内容  の 研究成果の社会還元を推進するための研究開発   大学等  

に応じた最適なフアンディングを可能とすることで、研究成果の効率的な企業化を図る。  

概 要  
大学等の有望な研究成果の事業化を目指した研究開発を競争的に推進するためのフアンディングを行う。  ・産学官連携拠点の大学・企業等を中心として、   

・大学と企業のマッチングの段階から、企業との共同研究開発、大学発ベンチャー創出に至るまで、課題ごとに最適なフアンディング計画を設定しながら、効果的・効  
率的に研究開発を進める。  

H2I年度新規公有  
研
究
成
果
の
企
業
化
 
 
 

・課題の選定  √   ●  

大学等の  

研究成果  

伊 阻  

マッチンク・FSの実施  ・適切な支援型の  

指定  

・最適なフアンデイ  特許等を基にした産学の共同申請  

資金回収などの積極的適用  



大学病院連携型高度医療人養成推進事業  

平成21年度予算額16億円（平成20年度予算額15億円）   

複数の大学病院が連携協力し、各大学病院が得意とする分野の相互補完を図り、若手医師にとって  
魅力あるキャリア形成システム構築することにより、高度な専門医及び臨床研究者を養成する取組を  
支援。  

国立大学の取組に対する支援（国立大学法人運営費交付金・特別教育研究経費）  

平成21年度予算額6．3億円（平成20年度予箕額4．1億円）  

O「つくば次世代医療研究開発・教育統合センター」としての臨床試験支援体制の構築〔筑波大学〕  

○大学病院臨床試験アライアンス推進事業 〔東京大学〕  

○先進医療開発システム 〔福井大学〕  

○トランスレーショナルリサーチとしての先端医療用マテリアル開発・供給システム構築のための   
戦略的推進研究 〔名古屋大学〕  
○次世代医療技術■創薬・臨床開発プロジェクト〔京都大学〕  

○革新的ナノバイオ創薬研究の推進一国立・私立大学間薬・工連携プロジェクトー  

〔京都大学（立命館大学との共同プロジェクト）〕  
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